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このほど中部徳洲1会病院は、平成 25年 5月 から開始 している不整

脈根治療法 「高周波カテーテリじアブ レーション 心筋焼灼術」の治療

件数 300症夕」を達成 しました。

カテーテルアブ レーション治療 とは、脈の速 くなる 「頻脈性不整脈 J

の発生源を先端から高周波を発生させる専用のカテーテリじ (細 い管 )

を患者様の大腿の付け根から血管に挿入 し心臓内に誘導、発生源となっ

ている部位に高周波をあて、熱で病巣を焼灼 (焼 き切る)する治療法で、

薬物療法で効果が得られない患者様に効果的な治療です。

同院でアブ レーション治療を行つている不整脈センター長の大城力

部長は、これまで多数の同治療法を全国有数の症lel数 をもつ医療機関

で手をかけてきており、同院では開始から 14ヵ 月間で 300症,Jを達

成 しました。 (※ 集計期間 :H255～ H266ま で )

不整脈で最も多いのが′心房細動で、国内に 100万人もの患者様がい

ると見られており、進行性の疾患のため発生初期の発作性から持続性、

慢性の心房細動へ病態は徐々に悪化 し、根治が難 しくなる病気です。

症状も患者様 によつて異な り「動悸 息苦 しい 胸の圧迫感Jな ど、

強い症状を自覚する方もいれば、全 く無 自覚の方もいます。 しか しこ

の不整脈の一番の問題点は、症状の強さに関係無 く、重篤な脳梗塞や

心不全を起 こす可能性が高いということです。心臓 には、血液を送る

ボンプの働きをしている下の部屋 「′心室 J、 全身の血液が戻 つてくる上

の部屋 「′ら房」があり、正常な心臓では規貝J正 しいリズムで心房と心

室が拍動を繰 り返 し全身に血液を送 つています。 しか し心房細動にな

ると、心房が痙攣 し心房の収縮がな くな り、そのため心房内血液の流

れによどみが生 じ、血の塊 (血栓)が形成され、この血栓が血流に乗つ

て脳血管を詰まらせて しまうと脳梗塞 にな り、半身麻痺や失語症、重

篤の場合は死に至 ります。また心房の乱れが影響 し、心室の拍動も不

規則になるため心不全を発症させてしまいます。 (※重症脳梗塞の原因

の約 60～ 70%力 心`房細動とされています。)
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これまで同院でアブ レーション治療を受けた患者様の

年齢層は、最年少 12歳から最高齢 90歳までの 302名。

年代別では 12～ 30歳まで (14名 /46%)、 31～ 50

歳まで (38名/126%)51～ 70歳まで (149名 /
493%)、 71～ 85歳まで (96名/318%)86歳 以上

(5名/17%)と 幅広く、この数字からも不整脈疾病患

者の多さをうかがうことができます。

大城部長は「心房細動は早期発見早期治療がとても重

要です。現在、発作性心房細動治療はガイドラインによ

るとカテーテルアブレーションが第一選択となっており、

治療を放置すると合併症 (脳梗塞や心不全)の リスクが

高まります。すでに心房細動と診断された方は、専門病

院の受診をお勧めします。」と強調するとともに、より多

くの方々にアブレーション根治療法を知ってもらうため

地元紙 (琉球新報 2013115)に 「カテーテリじアブレー

ション 心房細動の根治療法」の紹介記事を掲載。また

県内の医学部付属病院や県立病院の循環器系専門医師を

招いての実演講習 (沖縄タイムス2014315に 掲載)や地元

消防隊員へ請演を開催。その他、県内の病院やCL約

250カ所に不整脈センター (EP Fronier Lab)紹 介パ

ンフレットの配布や病院広報誌 (本誌)へ記事掲載など、

根治療法の普及活動と患者様の紹介に繋がるよう努めて

います。

また同院では、昨年 10月 の不整脈センターを開設以降、

大城部長を中心に循環器系医師、循環器科を担当する外

来及び病棟の看護師やコメディカルの技術・矢□識向上を

目的に勉強会や講習会を定期的に開催しています。

大城部長は「′い房細動はIPK治できる可能性の高い疾病

になりました。積極的に治療に取り組み、当院のある地

域を県内で最も心原性の脳梗塞による死亡数が少ない地

域にすることが目標です。今後も当院の不整脈センター

(EP Fronier Lab)を フリし稼働し後進の育成にも全力を

注ぎ、そして沖縄が日本一心房細動による脳梗塞や心不

金の少ない県にしたいと考えていますJ意気込みを見せ

ています。

伊波潔院長は「患者様の数が多い疾患のため、これか

らも、より幅広い疾患に対応できるよう診療機能の向上

を図り、地域に貢献していきたい」と抱負を語つています。
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一
た
ま
や
ヽ
１
」
「
か
ざ
や
ヽ
１
」

青
ち
上
げ
花
人
が
上
が
る
た

に
，

が
朴
か
０
ま
す
．

そ
の
工
渥
、
贅
渥
と
は
ご
存
ん
の
■
う
、
江
夕
の
花
ｋ

師
の
だ
号
で
し
た
．

「
代
彙
渥
は
人
を
回
は
倅
原

（茶
良
＋
吉
野
郎
）

の

出
身

て
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
花
火
づ
く
り
が
巧
く
、

万
治
２
年

（
１
６
５
９
年
）
江
′
は
曰
木
橋
横
山
町
に

■
を
構
え
、
花
人
を
売
り
出
し
ま
す
．
代
々
彙
え
で
は

弥

兵

衛

を

■

Ｚ

し

て
、

両

国

人

川

（
い
ま

の

情

口

，――

）

，――
問
き
の
花
火
え
会
を
た

っ
て
来
た
そ
う
で
す
．

文
化
７
年

（１
８
１
０
年
）
、
費
屋
の
ξ
頭
　
静
七
が

幌
栞
分
け
で
、
両
回
吉
川
町
に
分
家
し
ま
す
。
製
屋
は

費
屋
“
荷
を
守
護
■
と
し
て
、
「
の
前
の
外
の

一
方
が

葉
を
、
も
う

一
方
が
旗
ｉ
沐
の
末
を
持

っ
て
い
た
こ
と

か
ら
や
ｔ
に
末
を
与
え
ま
す
。
そ
こ
で
十
七
は
工
屋
を

え
■
に
し
て
、
市
郎
兵
衛
を
老
乗
り
ま
し
た

や
が
で
両
日
の
川
開
き
は
両
回
格
を
決
ん
で
■
流
を

工
屋
、
下
流
を
葉
屋
が
受
け
持
ち
、
両
花
火
師
の
読
演

と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で

「
た
ま
や
ヽ
」
「
か
ぎ
や
ヽ
」

と
荒

い
合

っ
て
声
が
掛
か
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
す
．

と

こ
ろ
が

入
保
Ｈ
年

（
１
８
４
３
年
）
、

■
え

の
実
ぇ

て
た
人
事

と
な
り
、

工
え
は
江
戸
〓
及
、
家
名
断
化

に

■
―
ま
す
　

つ
ま
り
彙
え
　

工
こ

の
時

代

は
３０
年
余

て

，界
を
開
し
ま
し
た
。

以
上
の
話
に
は

い
く

つ
か
箕
説
も
あ
る
ょ
う

で
す
が
、

Ｌ
ね
、

そ
う

し
た
４
年

が
あ

っ
た
ょ
う

で
す
。

し
か
し

■
も

い
ま
も
、
花
火

に
掛

か
る
声

は

「
た
ま
や
ヽ
‐

の

，
が
多

い
よ
う

に
思
わ
れ
ま
す
。
そ

こ
に
は

，

′
っ
子

え
音
が
働

い
て
い
る
の
か
も
■
れ
ま

せ
ん
．

橋

の
上
　
工
え
工
た

の
声
ば
か
０

な
ぜ

に
生
屋
と
　

い
わ
ぬ
情
な
し

情

に
掟

（
製
を
Ｈ
く
）
を

か
け

て
、
　
一
代

で
花
人

の

よ
う

に
消
え
た
工
え
を
帯
し
む
仁
歌
が
■

っ
て

い
ま
す
．

彙
え
は
そ

の
後
も
様

々
な
花
ぇ
を
用
企
し

て
日
本

の

た
人
界
を
千
引

し
な
が
ら
、

昭
和
４０
年
ま

で
は
世
■

で

崚
葉

を
守

っ
て

い
ま

し
た
。

現
在

は
後
を
■

い
た
■
に

普
二
が
十

二
代

日
と
し

て
治
摩
し

て

い
ま
す
．　
■
万
の

工
屋
も
直
‘

で
は
あ
０
ま

せ
ん
が
、
千
葉
〓

入
千
代
ｉ

で
暖
一■
は
引
き
継
が
れ
て

い
る
そ
う

で
す
．



今月の特集

炒前立臓がた01巴大症
どちらも」1尿に異常が出る病気ですが、前立腺がんは前立腺のタト腺から

発生し 前立腺肥大症のスクリーニング (ふるい分け)で発見されることが多

いようです。米国男性の死因別死亡率の第2位で 日本でも増カロ傾向です。

前立腺月巴大症は前立腺の内腺から発生しカロ齢とともに増カロします。60歳

で50%以上、85歳までに約90%にみられますが、前立腺が大きくても、排尿

困難などを感じない人もいます。早期発見 早期治療のため 50歳を過ぎた

ら 前立腺検査を受けましょう。

前
立
腺
と
は

前
立
腺
は
、
精
液
の

一
部
で
あ
る
前
立
腺
液
を
分
泌

す
る
臓
器
で
す
。
大
き
さ
は
く
る
み
大
で
、
膀
脱
の
直

下
の
尿
道
を
収
り
回
ん
で
い
ま
す
。
尿
道
周
円
の
部
分

は
内
腺

（移
行
領
域
　
中
心
領
域
）
、
そ
の
外
側
は
外
腺

（辺
縁
領
域
）
と
呼
び
ま
す
。

前
立
腺
肥
大
症

前
立
腺
肥
大
症
は
、
尿
道
周
囲
の
前
立
腺
内
腺
の
加

齢
に
伴
う
肥
大
に
よ

っ
て
、
尿
道
を
圧
迫
し
排
尿
障
害

を
引
き
起
こ
す
病
気
で
す
。

５０
歳
以
上
の
男
性
に
み
ら

れ
ま
す
。

【原
因
】

加
齢
と
男
性
ホ
ル
モ
ン

（
ア
ン
ド
ロ
ゲ
ン
）

が
関
与
し
て
い
ま
す
。

【症
状
一　
第

一
期

（膀
脱
刺
激
期
ヽ
第
二
期

（残
尿
期
）
、

第
二
期

（尿
閉
期
）
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

第

一
期
は
、
頻
尿

（特
に
夜
間
）
、
排
尿
開
始
が
遅
く
、

排
尿
に
若
い
時
の
よ
う
な
勢
い
が
な
く
排
尿
時
間
が
長

く
な
り
、
尿
道
の
不
快
を
感
じ
る
な
ど
の
症
状
で
す
。

次
第
に
排
尿
困
性
、
残
尿
が
み
ら
れ
る
の
が
第
二
期

で
す
。
第
三
期
は
残
尿
が
増
大
し
、
尿
失
禁
、
尿
間
、

腎
機
能
障
害

へ
と
症
状
が
進
ん
で
い
き
ま
す
。

【検
査
】

①
自
覚
症
状
を
、
国
際
前
立
腺
症
状
ス
コ
ア

（
Ｉ

‐

Ｐ

Ｓ

Ｓ

）

と

排

尿

症

状

Ｑ

Ｏ

Ｌ

ス

コ

ア

を

用

い

て

点
数
化
し
ま
す
。

②
尿
流
測
定
検
査
　
残
尿
測
定
を
行
な

い
、
排
尿
機
能

を
調
べ
ま
す
。

①
直
腸
指
診
、
超
音
波
検
査
に
よ
り
前
立
腺
の
状
態
を

調
べ
ま
す
。

色
水

肌

十
一
道

膀

前

尿 精業上体

前から見た図
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頻尿や尿の勢いが弱いことから受診される方が多く 治療にあたり優先されるのは C10L(生

活の質)を下げているこれらの症状を改善することになります。

治療の際に使用されるα遮断薬は 低血圧によるめまい 立ちくらみの昌J作用があり、少ない

量から開始されます。また 最大効果発現までに 4～ 6週間かかります。気になる症状があれ

ば早めに医療機関を受診しましょう。

経尿道的
前立腺切除術

(TUR― P)

今0の急13なるl]墓 [ミこ多ヨ

内視鏡を尿道から挿入して、内側から前立腺を切除します。手術と言えば、

以前はメスで大きく切り開くという方法でしたが、内視鏡の技術革新と高度

な医療技術を身につけた医師により、内視鏡での技術が可能になりました。

今では、医師が患者から離れた位置で、内視鏡を操作 手術を行なうものも

あります。
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今月の特集 前立腺がん 。肥大症

排
尿
が
気
に
な
る
男
性
は

健
康
診
断
Ｑ
瑣
目
に
前
立
腺
検
査
を
加
え
ま
し
さ
つ

ま
た
、
前
立
腺
が
ん
と
の
鑑
別
の
た
め
採
血
に
よ
り

前
立
腺
特
異
抗
原

（
Ｐ
Ｓ
Ａ
）
を
調
べ
、
経
直
腸
的
超

青
波
検
査
な
ど
を
行
な
い
ま
す
。

【治
療
】

①
軽
症
の
場
合
、
排
尿
を
含
め
た
日
常
生
活

指
導
の
み
の
経
過
観
察
。

②
軽
症
か
ら
中
等
症
は
薬
物
療
法

（
α
遮
断
薬
　
抗
ア

ン
ド
ロ
ゲ
ン
薬
な
ど
）
。

①
尿
閉
や
前
立
腺
肥
大
症
に
よ
る
合
併
症
の
あ
る
患
者

中
等
症
か
ら
重
症
者
は
、
手
術
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

手
術
の
方
法
に
は
経
尿
道
的
前
立
腺
切
除
術

（
Ｔ
Ｕ

Ｒ

‐
Ｐ
）
や
、
開
放
性
皮
膜
下
前
立
腺
摘
除
術
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
他
に
、
レ
ー
ザ
ー
や
尿
道
ス
テ
ン
ト

な
ど
の
治
療
も
あ
り
ま
す
。

〈断面)

線維

工常な
前立臓
直腸指診に

て柔らかい

が発生

移行領域 (内

腺)が肥大し

て 尿道を圧

迫

前立臓
がた
前立腺の外

腺からがん

平滑筋

率[瑶曇]内腺射精

前ヽ立臓
〈断面〉 11巴大症

1尿 道周 囲の

前
立
腺
が
た

前
立
腺
が
ん
は
７０
か
ら
７５
歳
に
多
く
、
前
立
腺
の
外

腺
か
ら
発
生
し
ま
す
。

【症
状
】

初
期
の
頃
は
無
症
状
か
、
会
陰
部
の
不
快
感

の
み
の
た
め
、
前
立
腺
肥
大
症
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

（ふ

る
い
分
け
）
で
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
よ
う
で
す
。

進
行
す
る
と
血
尿
や
排
尿
障
害
な
ど
の
症
状
が
出
て

き
ま
す
。
ま
た
、
骨
転
移
に
よ
る
疼
痛
で
発
見
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
高
齢
で
発
見
さ
れ
た
場
合
は
、
病

気
の
進
行
が
遅
い
タ
イ
プ
の
場
合
も
あ
り
ま
す
．

【検
査
】

直
腸
指
診
で
は
前
立
腺
肥
大
と
異
な
り
凹
凸

で
石
の
よ
う
に
硬
く
触
れ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

前
立
腺
特
異
抗
原

（
Ｐ
Ｓ
Ａ
）、
経
直
腸
的
超
音
波
検

査
に
よ
り
鑑
別
さ
れ
、
前
立
腺
の

一
部
を
採
取
し
て
病

理
組
織
検
査
に
よ
り
確
定
診
断
さ
れ
ま
す
。

そ
の
ほ
か
の
検
査
と
し
て
は
、
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど

の
画
像
診
断
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

【治
療
】

前
立
腺
全
摘
術
、
放
射
線
療
法
、
ホ
ル
モ
ン

療
法
が
あ
り
ま
す
。
前
立
腺
全
摘
術
は
切
開
し
て
前
立

腺
を
取
り
出
す
方
法
と
、
腹
腔
鏡
で
摘
出
す
る
方
法
が

あ
り
ま
す
。

排
尿
時
に

「
若
い
時
の
よ
う
な
勢
い
が
な
い
な
あ
」

と
気
に
な

っ
て
い
た
ら
、
ぜ
ひ
、
健
康
診
断
の
項
目
に

前
立
腺
検
査
を
加
え
ま
し
ょ
う
。



―略 立べる健康づくり

鶏のから揚げ
幅広い世代に人気のから揚げ。夏バテで食欲が

出ないときは、おろしボン酢やレモン汁と一緒に

頂くのがおすすめです。人根おろしはすりおろす

と、酸化によリビタミンCがどんどん失われてい

くので、召し巨がる直前にすりおろして 卜さい.

圏 |オ 11

鶏もも肉 (皮
tJし) 90g

酒・醤油・蜂蜜 各少々 片栗粉 少量

A だし 1/3カ ップ

醤油・酢 各大きじ ]

砂糖 」ヽさじ ]か らし 少々

イ房三蓄隕鑽謗鶏 h留2異
れる。ボールに入れて酒と醤油、蜂蜜でも
み、5分程置く。

./1彙
誦鼈Iり

「

粉を薄くまぶして

‐〆牲膳ζr百お醤節竃澁 設
―煮立ちさせて盛り付ける。

世界最初の薬局

薬の古ミ1ォ 徴 L

政情が不安定で暗黒時代とも

呼ばれた中世のヨーロッパにお

いて 薬学や医学に関する資料

や記録は修道院で保存され、守

られて来ました。

7～ 9世紀になると多くの国

の修道院に学校が

建てられ 薬学や

医学の学問と技術

などが他の学問と

ともに教えられる

ようになりました。

修道院の医院と薬局では1多道

僧たちが病人やけが人のために

l・lき 山野で採集 していた薬草

も修道院の庭園で栽培されるよ

うになつて 薬局としての分業

が確立して行きました。

そうした系譜と よ別に 薬を

調製 して商 うために開かれた薬

局 {よ 、フ54年頃、パクダッドに

てきたものが最初という記録が

あるようです。その薬局は個人

経営でしたが、政府の監督下に

置かれていたそうです。

ちなみに現存する世界最古の

薬局はイタリアのフィレンツェ

にあるサンタ マリア ノヴェッ

ラ薬局で ]221年 フィレンツ

ェに移住してきた修道院サンタ

マリア フラ レ ヴィニェの僧

たちが 薬車を栽培 して薬斉|を

調合 していたのが始まりと伝え

られています。 ]6]2年に薬局

として認可され 現在に至るま

で広く世界中の人々に親 しまれ

ています。

【11t i■¬l

鶏もも肉に多い鉄分はビタミンCや酢などの酸味が加

わると胃腸の働きを助けるため吸収が良くなります。ま

たナイアシンというビタミン群の一種も豊富に含まれて

おり、炭水化物やたんぱく質などが代謝される様々な

場面で補酵素として働きます。ナイアシンは熱に強いた

め、加熱調理しても問題なく、から揚げにするとフライ

よりも余分な油を吸収しないためおすすめです。



ス トレスが続くと、そのス ト

レスから体を守るために、糖質

コルチコイ ドというホルモンが

放出さllま す。しかしこの糖質

コルチコイ ドが慢性的に過乗Jな

状態が続くと、体のあちこちに

不調があらわれて来ます。

糖質コルチコイ ドは血糖値を

上げるホルモンですが、他にも

数多くの働きがあり、たとえば

タンパク質を分解してしまいま

す。そのため筋肉か落ちて四肢

が細くなり 皮膚が薄くなり、

毛髪も薄くなります。

脂肪代謝に異常を来たすため

高脂血症となり、四肢は痩せる

のに顔や肩や体幹に脂肪が沈着

α 】鼈 図 出図 蹄 凛3XD
して顔が丸くなり 体幹が太り

ます。ナ トリウムが体内に留ま

つて高血圧になり、骨が溶けや

すくなり、骨粗豚症になりやす

くなります。

胃や脳も影響を受け、胃潰瘍

ができたり 興奮 不眠 抑鬱

などの精神症状も起こりやすく

なります。免疫が低下するので

かぜなどに感染しやすくなり、

傷も治りにくくなります。

また、副腎皮質から男性ホル

モンが分泌されやすくなるため

ニキビが増え ひげが濃くなり

月経異常などもおこり、女性の

男性化が見られます。さらに、

ス トレスホルモンがビタミン C

を消費するため結果的にしみが

増えたりします。

長くス トレスが続くと ホル

モンの命令系統全てが破綻して

しまい 過労死に至る危険1生 も

否定できません。

ス トレスの原因を認識 回避

して自分に合つたリラックスの

方法をみつけるとともに 前述

の特徴的な身体所見が認められ

た場合は、内分泌

代謝を専門とする

病院を受診して、

精密検査を

することを

おすすめ

します。

☆はラッキーカラー
★はラッキーデー

0●0●0
今月のカラー 【ビタミンカラーイレンジで笑顔が輝きます !l

囲稟[囲
□
囲
囲
囲
□
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運
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運
運
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運
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運
運
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運
運
運

期
金
飾
　
朝
金
飾
　
期
金
鉢
　
期
金
鉢
　
期
金
鉢

古い友人に連絡すると良.

やや低迷。使い方に気をつけて.

静かな音楽がリフレッシュのカギ.

☆白 ☆ 8月 16日

噂話は禁物.誰かが聞いているかも.

レジャー買は思い切つて使つて吉.

楽しい事が起こりそう !

☆茶色 ☆ 8月 13日

友達と買い物に行くと吉.

大きな買い物は相談して.leJ動買いは禁物.

色んな人との交流が運気を上げます.

☆紫色 ★ 8月 2日

早性の新しい友連ができそう。
金運アップ。お小遣いが増える兆し。
散歩や買い物、近場の外出が吉.

☆銀色 ★8月 5日

懐かしい友達から連絡が来そう.

節約し過ぎはお金の流れを悪くします.

忘れ物が増える兆し。必ず確認を !

★紺色 ☆8月 14日

おしゃべりで楽しい時間を過ごすと吉.

出資が多そう。慎重に.

体力への過信は気を付けて。
☆緑色 ★8月 29日

家族と外食をしましょう。
良好。くじ等にチャンスが |

観葉植物を育てると吉.

☆黄緑色 ☆8月 4日

信頼関ll‐の維持に努めて。
低迷気味.無理な出貫は気を付けて.

野菜を多く摂ると吉.

☆水色 ★8月 24日

ひとりの時間も大切にして.

近所の神社に行くと金運アップ.

疲れが出やすいので睡lFは大切に.

☆赤色 ★8月 8日

輪が広がる時期.

お財布の整理をすると金運アップしそう。
レジャー運が好調です。

☆オレンジ ★8月 3日

交際運 大勢の集まりは少し控えめに.

金 運 通帳記帳してますか? 見直しが必要.

全体運 体調を崩しやすいので無理は禁物.

☆青色 ☆8月 26日

交際運 友達と銭湯や温泉に行くと吉.

金 運 無駄使し|こ気を付けて !

全体運 腹が立つことがありそう.まず深呼lll.

☆紫色 ☆8月 12日

問い合わせ先 :ラ  ミステ・ヤスラギ 0359535241
愛結 :霊感とタロット、そしてカラーのエネルギーを読み取る独自の占術で多くのファンを持つベテラン占い師

タロ|ッpOttDD8
dゴ い
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撃

ハ

撃

キ

お

寝
て
い
る
こ
と
が
多
く
て
、
あ
ま
り
体
を
動
か
さ
な
い

場
合
で
も
、
寝
間
着
は
汗
を
吸
っ
た
り
し
て
汚
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
清
潔
さ
を
保
つ
こ
と
は
も
と
よ
り
、
気
分
も
爽

や
か
に
な
っ
て
リ
ハ
ビ
リ
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
の
で
、

ｔ

“

着
替
え
て
す
っ
き
り
！

´

“

２
～
３
日
に
Ｉ
度
は
寝
間
着
を
取
り
か
え
ま
し
ょ
う
。

着
替
え
を
行
な
う
場
合
は
、
室
温
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に

充
分
に
配
慮
し
て
、
短
時
間
で
手
際
よ
く
行
な
う
こ
と
が

理
想
で
す
。

な
お
、
体
の
片
側
に
麻
痺
が
あ
る
場
合
は
、
着
患
脱
健

（脱
健
着
患
と
も
）
つ
ま
り

「着
せ
る
の
は
麻
痺
側
か
ら
、

脱
が
せ
る
の
は
健
側
か
ら
」
行
な
う
の
が
基
本
で
す
。

寝
間
着
と
い
っ
て
も
、
本
人
の
好
き
な
色
や
形
の
も
の

を
選
ぶ
こ
と
が
大
事
で
す
。
し
か
し
構
造
的
に
は
上
着
は

前
開
き
の
も
の
の
方
が
着
替
え
が
楽
で
す
。
ま
た
生
地
は

汗
を
よ
く
吸
い
、
通
気
性
が
よ
く
、
伸
縮
性
が
あ
っ
て
肌

触
り
の
よ
い
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
背
中
な
ど
に
縫
い

日
が
あ
る
と
、床
ず
れ
の
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
洗
濯
し
た
と
き
糊
付
を
す
る
と
、
こ
れ
も
床
ず
れ
の

原
因
に
な
り
ま
す
の
で
避
け
て
下
さ
い
。

【はいていたズボンを脱ぐ】

腰を浮かせてもらい、はいていたズボンを腰の下まで

ずり下ろし、片方ずつ脱がせます。
【新しいズボンをはく】

新しいズボンに片方の足を通して、まず太腿まで上げ
ます。膝を曲げてもらうと、はかせやすくなります。
次に反対の足を通して、太腿まで上げます。

背中を左右交互に持ち上げて新しいズボンをお尻まで

引き上げます。そして、腰を左右交互に持ち上げて、

腰まで引き上げます。

最後に股や裾のしわを伸ばして、整えます。

【着ていた上着を脱がせながら、新しい上着を着せる】

(まず右腕から脱がせる場合)

左を向いてもらい、
上になった右ネ由を

脱がせます。

襟を持って、袖は

下ろすようにして

脱がせます。

脱がせた右腕に、新しいシャツの袖を通します。

新しいシヤツの

左半身の部分は、

体の下にたくし

込んでおきます。

逆向きになってもらって、着ていたシヤツの残 りの左

半分を月党がせます。

体の下に

たくし込んで
おいた新しいシヤツの

左半身部分を引き出して、左袖を通します。

最後にシャツの背中のしわを伸ばし、体をもとに戻し

てボタンを留めます。
イラス ト 松平あすか

10



を横から見た図

● ¨ ¨
…

Ⅲ 中 Ⅲ
…

Ⅲ Ⅲ
…

Ⅲ Ⅱ Ⅱ ‐ Ⅱ Ⅱ
… …

■

下肢の筋力を維持しょう

【椅子を使つたエクササイズ】

☆股関節に意識を集中して、ゆっくり

足を上げ下ろししましょう。

腰の両側にあつて腰椎と大腿骨を結ぶ

腸腰筋は、足を踏み出すときに使われる

筋肉です。この筋肉が弱ると歩幅が狭く

なり、歩く速度も遅くなつて行動範囲が

狭くなりがちで、さらにつまづきやすく

なります。

そこで、いつまでも元気で歩けるよう

に、下肢の筋力を維持するためのエクサ

サイズを始めましょう。

椅子に浅く腰掛けて下さい。まつすぐ背筋を伸ばして、両手

でしつかり椅子の座面を押さえましよう。

左の足を高く上げます。膝から下の力は抜いて、膝からゆつ

くりと持ち上げる気持ちで行ないましょう。

ゆつくり足をもとに戻して、最初の姿勢 ( )に戻ります。

お腹と足の付け根とを意識しながら、同じ方の足て 10～ 15
回、繰り返します。次に反対の足で同様に行なつて下さい ,

この運動がきつい場合は、足を上げる高さを低めにしてみま

しょう。あるいは左右の足を交互に行なうことでも、負荷を

減らすことが出来ます。

逆に、もつと負荷をかけられる場合は、足を上げると同時に

胸を前に出すように、上半身を前に曲げて行なつて下さい。

※しつかり安定した椅子を使つて下さい。
※滑りやすい床で行なうと危険です。椅子が滑らないことを充分

確認してから行ないましょう。        ィラスト松平あすか



ノート

噛
む
こ
と
に
は
た
く
さ
ん
の
効
能
が
あ

り
ま
す
。
虫
歯
や
歯
周
病
を
防
ぎ
、
顔
の

筋
肉
を
鍛
え
、
脳
へ
の
血
行
を
良
く
し
、

脳
の
発
達
を
助
け
、
消
化
吸
収
を
良
く
し
、

が
ん
　
生
活
習
慣
病
を
抑
え
、
噛
み
し
め

る
こ
と
で
大
き
な
力
が
出
せ
ま
す
。

し
っ
か
り
噛
む
と
い
う
こ
と
は
、
お
い

し
く
食
べ
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
全
身
の

健
康
に
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の

で
す
。

も
食
事
の
と
き
に
よ
く
噛
む
と
良
い
と
言

わ
れ
ま
す
が
、
よ
く
噛
ま
ず
に
早
く
食
べ

る
と
、
満
腹
中
枢
が
働
く
前
に
食
べ
過
ぎ

て
し
ま
い
、
そ
の
結
果
、
太
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
↓
暁
く
ち
に
入
れ
た
ら
３０
回
噛
む

こ
と
を
続
け
る
と
、
脳
の
満
腹
中
枢
が
働

き
、
満
腹
感
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
食
べ
過
ぎ
　
肥
満
を
防
げ
ま
す
。

ぴ
よ
く
噛
む
こ
と
で
、
食
べ
物
の
味
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
か

ら
、
薄
味
で
も
食
べ
物
本
来
の
お
い
し
さ

を
感
じ
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
塩
分

な
ど
を
控
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

調
味
料
な
ど
の
味
付
け
も
、
こ
れ
に
よ

っ
て
薄
く
て
も
満
足
で
き
る
よ
う
に
な
る

の
で
、
生
活
習
慣
病
の

一
つ
で
あ
る
高
血

圧
に
関
係
す
る
塩
分
の
摂
り
す
ぎ
も
、
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

フ
よ
く
噛
む
こ
と
で
□
の
周
り
の
筋
肉
を

鍛
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
発
音
が
良
く

な
り
、
顔
の
表
情
筋
が
引
き
締
ま
る
の
で
、

若
々
し
く
元
気
で
豊
か
な
表
情
を
つ
く
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

画
よ
く
噛
む
と
、
顎
の
開
閉
に
よ
っ
て
首

に
あ
る
太
い
動
脈
が
そ
の
ポ
ン
プ
作
用
に

よ
っ
て
、
血
液
の
循
環
が
良
く
な
り
、
脳

に
酸
素
と
栄
養
を
充
分
に
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

脳
細
胞
の
動
き
が
活
発
に
な
り
ま
す
か

ら
、
子
供
で
あ
れ
ば
脳
の
発
達
を
助
け
る

こ
と
に
な
り
、
高
齢
者
で
あ
れ
ば
認
知
症

の
予
防
に
役
立
つ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

５

よ
く
噛
む
こ
と
で
、
唾
液
の
分
泌
が
多

く

（大
人
の
場
合
―
日
１
５
０
０
ｍ‐
）
な

り
ま
す
。
唾
液
は
、
口
の
中
を
さ
れ
い
に

洗
い
流
す
だ
け
で
な
く
、
日
の
中
の
乾
燥

を
防
ぎ
、
含
ま
れ
る
成
分
に
よ
っ
て
も
、

虫
歯
に
な
り
か
か
っ
た
歯
の
表
面
の
エ
ナ

メ
ル
雪
⌒の
カ
ル
シ
ウ
ム
分
を
ふ
た
た
び
歯

の
表
面
に
戻
し
た
り
、
細
菌
の
感
染
を
防

い
で
歯
周
病
の
菌
に
対
抗
す
る
働
き
を
し

ま
す
。
ま
た
、
含
ま
れ
る
酵
素
に
よ
っ
て

発
が
ん
物
質
の
作
用
を
消
す
働
き
も
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ワ
よ
く
噛
む
と
、
食
べ
物
が
こ
ま
か
く
な

り
、
消
化
酵
素
の
分
泌
も
増
え
、
混
ざ
り

や
す
く
、
口
の
中
で
の
糖
質
の
分
解
消
化

が
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
か
ら
、

次
の
消
化
器
官
の
胃
腸
の
働
き
を
助
け
、

負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
や
ジ
ャ
ン
ク
フ
ー
ド
類
を
食
べ
る
機
会
が
増
え
た
現
代

人
は
、
戦
前
に
比
べ
る
と
咀
喝
回
数
が
６
割
も
減
少
し
て
い
る
と
い
う
報
告

が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
栄
養
素
の
補
給
を
健
康
補
助
食
品
や
栄
養
剤
な
ど
に

頼
り
が
ち
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
現
代
で
は
咀
喝
行
動
が
お
ろ
そ
か
に
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
否
め
な
い
で
し
ょ
う
。

そ
こ
で
、
噛
む
こ
と
の
重
要
性
を
考
え
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

ヘルス・アツプ・
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ヘルス・アツプ・ノート

丈
夫
な
歯
で
し
っ
か
り
と
噛
み
し
め
る

こ
と
が
で
き
る
と
、
全
身
の
筋
力
も

一
緒

に
ア
ツ
プ
し
て
、
こ
こ

一
番
と
い
う
と
き

に
力
が
出
ま
す
。

顔
に
は
多
く
の
筋
肉
が
重
な
り
合
っ
て

つ
い
て
い
ま
す
。
多
く
の
種
類
の
筋
肉
が

複
合
的
に
働
い
て
、
表
情
を
作

っ
た
り
、

噛
ん
だ
り
、
口
を
閉
じ
て
食
べ
物
が
こ
ぼ

れ
な
い
よ
う
に
し
て
飲
み
込
ん
だ
り
す
る

役
割
を
し
て
い
ま
す
。

轟

一
噛
む
た
め
に
、
顎
の
関
節
を
な
め
ら
か

に
動
か
す
た
め
に
必
要
な
筋
肉
は
、
大
き

な
筋
肉
だ
け
で
も
４
つ
あ
り
ま
す
。

膵

一
一
□
食
べ
た
ら
３０
回
噛
む
こ
と
を
心
が

け
、
歳
を
重
ね
て
も
自
分
の
歯
で
お
い
し

く
食
べ
、
健
康
で
自
立
し
た
豊
か
な
毎
日

を
送
る
こ
と
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

下
顎
の
角
の
面
か
ら
頬
に
か
け
て
広
い

テ
ー
プ
状
に
つ
い
て
い
る
●
“
。

側
頭
部
を
指
で
触
り
、
奥
歯
で
強
く
噛

ん
で
み
る
と
、
筋
肉
が
膨
ら
む
の
が
感
じ

ら
れ
ま
す
。
「米
を
噛
む
」
つ
ま
り
米
を

咀
曙
す
る
筋
肉
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
こ

と
に
由
来
し
て
、
こ
の
部
分
を

「
こ
め
か

み
」
と
言
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
下
顎
に
つ

い
て
い
る
側
”
筋
。
頬
か
ら
下
顎
の
内
側

に
ひ
ろ
が
る
「
側
ヨ
突
市
。
こ
れ
ら
の
筋

肉
で
下
顎
を
引
き
上
げ
、
し
っ
か
り
と
噛

む
働
き
を
し
て
い
ま
す
。

下
顎
の
外
側
の
上
部
か
ら
顔
面
に
は
り

だ
し
、
下
顎
を
左
右
、
前
後
に
動
か
し
て

食
べ
物
を
す
り
つ
ぶ
し
た
り
□
を
開
け
る

働
き
を
す
る
外
世
■
■
筋
。

雇

一
噛
む
こ
と
は
、
顔
面
全
体
の
筋
肉
を
動

か
す
こ
と
に
な
り
、
顔
の
筋
肉
を
引
き
締

め
、
小
顔
効
果
を
高
め
た
り
、
二
重
顎
や

た
る
み
を
防
い
だ
り
、
□
角
を
上
げ
て
□

元
を
美
し
く
引
き
締
め
た
り
と
、
美
し
い

表
情
を
つ
く
る
た
め
に
も
大
切
で
す
。
も

ち
ろ
ん
下
顎
を
大
き
く
た
く
さ
ん
動
か
す

こ
と
で
多
く
の
血
液
が
脳
に
運
ば
れ
、
脳

が
活
性
化
さ
せ
ら
れ
る
の
で
、
会
話
も
弾

み
、
笑
顔
が
こ
ば
れ
る
機
会
が
増
え
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

イ

0を閉めて噛む働きをする

□を開けたり、奥歯て食べも

のをす l‐ つぶす働きをする

:コ;1l F9,7蟹]72γttpT Y=J ′=ヨ 4=O E=0 ,=曰  
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ヘルス  アツプ  プラス

PLUS

1[Lみ応えの.● る主●を
=ろ

う こ飯がおすすめ。

特に玄米や発芽米 胚芽米の食感を楽しみましょう。

2rにみ応えのあ7j食●を達ほう 食物繊維を豊富に

合む茸 海藻 根菜類、切り干し大根や高野豆腐、

みりん干し、いか たこ 貝類 こんにゃくなど、

噛み応えのある食材を積極的に摂りましょう。

3占応′を残 t′ た目,理をしよう

野菜は少 し大きめに切つて調理を

しましょう。

4■ 味を心がけよう よく噛んで、

素材本来の味を楽しみましょう。

5]□ の
=を

少なめにしよう □に運ぶ回数を増や

して、噛む回数を増やしましょう。
6]□ 30□晴もう 現代人の噛む回数は平均10～

20回といわれています。飲み込もうと思つてから、
「プラス 10回 J噛むようにしましょう。
7,つ くり凛

`し

く,事をしよう 食事は家族や友人

たちと、ゆつくり楽しく味わいましょう。



第 16回 日本医療マネジメント学会学術総会に参加して

6月 13日  14日 岡山県にて医療マネジメント学会学術総会が 「楽しく働くために、医療の進む

べき姿を求めてJを メインテーマで行われました。当院からも 13名で 11演題、B頃業務を行う上

での問題やこれからの課題の発表を行いました。

君嗜⊇_日¬≦異瓢ロ 一
一

Aさ ん

 [:::露l:r]

l:lilill三二i′ □ □
入膠 日
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入● ,● |

日 IⅢ
…WiD

胃撃     ‖篠再上去

|■ ■     人,[■介助

堕
=|

医療ソーシャルワーカー 興儀 篤

去った 6月 に行われました医療マネジメント学会学術総会に参加させて頂きました。会

場には全国から多くの医療従事者が集まっており、その光景に発表前から緊張させられて

しまいました。

私は身寄りの無い高齢者の退院支援というテーマで、これまで家族のいない患者様に対

して外来での対応、数度の入退院、当院での看取りまでを、他機関と協力する事で支援 し

たケースを報告させて貰いました。講演後二人の来場者の方から質問を受けたのですが、

このようなケースに対して大変興味を示されたということで、やはり重要な問題であると

いうことを改めて認識致 しました。支援する上で関係機関の役害」がはつきりすることで、

各機関の立場が明確になり、よりよい支援ができることがわかりました。また今回の学会

で、全国各地の発表者の公演を直に聞く事により多くの束」激を受けました。報告の内容だ

けでなく、業務に対して取り組む姿勢や意識の違いなども色々考えさせられました。この

経験を今後の支援に生かしていきたいと思います。

手側 ‖援助 |]世
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医療ソーシャルワーカー 西銘 知恵

私はホームレスの方への支援について発表致しました。家族疎遠で経済的に困窮 した方

への支援はとても難しい部分があるのですが、今後 MSWと してできる事は、病院に来る

患者様の中で、社会や制度から阻害されている人たちに対 して、間に立ち、結びつけの役

害」をしていけるよう、知識とコミュニケーシヨン能力のスキルアップに努めていきたいと

思っています。

学会中は様々な発表を聞いたのですが、細かい分析がされており、他の病院の取り組み

についても矢0る事ができました。さらに他聯種の業務内容について理解を深める場となり、

忙 しい業務の中で、これからお互いで支え合いながら行えればと思いました。

次回学会に参加させてもらえる機会があれば、今回の発表よりも成長できるよう日々業務

に励んでいきたいと思います。



部署紹介コーナー
【医師事務作業補助】
私たち医師事務作業補助者は、医師の業務負担

軽減を目的に平成 20年 4月 より配置された新し

い部署です。現在 17名のスタッフで業務を行つ

ております。主な業務内容は、外来補助業務、文

書作成業務 データ登録業務などになります。

外来補助業務とは、各診療科の外来に付き、検

査オーダー 診察予約などを医師の指示のもと代

行で行い、診察が少しでもスムーズに行えるよう

取り組んでいます。現在、泌尿器科 循環器科

脳神経外科 整形外科 」ヽ児科 初診外来に配置

されています。

文書作成業務では、診断書や診療情報提供書な

どの文書作成を代行で行い、医師へ最終確認をと

り、患者様へお渡しするまでの期間を少しでも短

縮できるよう努めています。

医師事務作業補助業務は、医師の負担軽減が本

来の目的ですが、外来補助業務では、患者様と接

する機会も多いので、接遇面にも力を入れ日々の

業務に努めています。

今年度のドクターカー訓練を開始

6月 18日 (水)に沖縄市消防本部にて、今年度初のドクターカー訓練を行いました。1回目の訓練は、

4月 よリカ0わ つた新メンバーの医師に対しCPR(心肺停止)の訓練となりました。病院前救急医療の活動方

法や消防との活動ルール (プロトコール)の確認を行い、コミュニケーションの必要性を学びました。今年

度の開催は 4回予定していますが、次回以降の訓練では外傷訓練や多数傷病者対応訓練 (ト リアージ)等も

行い、現場で救急隊との活動がスムーズに行えるように、また救急活動のスキルアップを図るためにも、こ

れからも頑張つて割1練をして行きたいと思います。

これまでの訓練内容は当院ホームページ (下記のアドレス)からも視聴できます。

http://www Cyutoku or」 p/SerViCe/emergency7/ndex html
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【タテのカギ】
]海 外旅行でお土産を手当りしだしヽこ .
2 オール オア ナッシング.普通の程度から大きく

夕ヽれていること
3 涼しく過こすためのこれを教えてもらしヽたい。
4 村長さんのこと。村のロコ.

5 ドライブ中に好きな曲がかかりますように .

【ヨコのカギ】
1 暑い夏にはやっぱりこれ.水を砕いてひんやりと.

6 この夏□―ドショー.あの監督が新境地にlllんだ
ヒ□□二日.

7 うるさい蝉もこれがあって鳴いてるわけじゃない
んです。

3 地獄のこれも金次第だとか.

9 パス ロロ アタック.

]0 キユーパの伝統的な音楽 :南 り.

※AからFのコの中の文字を並び変えて
できる言葉は何でしよう。

暑い夏がやつて来ました。省

エネが叫ばllていますが、エア

コンを付けないでいると、部屋

の中でも熱中症になってしまう

危険があります。そこで、効果

的なエアコンの節電術を紹介し

ましょう。

【エアコンと扇風機の併用】

エアコンの送風が部屋の上部

を通るように設定して 冷風が

壁に当たつて床面に流れる場所

に扇風機を置きます。扇風機は

天丼に向けて廻します。すると

部屋全体に風が廻るので 体感

温度を下げることが出来ます。

エアコンの温度設定を 1℃上

げると 扇風機の電気代を差し

引いても約 7～ 800の節約が出

来る計算になり ひと夏で一戸

あたり石油約82の節約になる

といわれています。設定温度は

28℃ にしましょう。

【エアコンを使うときの注意】

月に 2～ 3回 はフィルター

掃除をしましょう。

フィルターのすぐ内lElに ある

フィン (熱交換器)の埃は、歯

ブラシ等で取り除きましょう。

ブラインドやレースカーテン

などで日光を遮断しましょう。

□―ルスクリーンなどで必要

な空間だけ仕切りましょう。

締め切つていた部屋は、一度

窓を全開にして、熱気を出して

から冷房を入れましょう。

最近は電気消費が 10年前の

約半分のエアコンも販売されて
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